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師
走
の
大
祓
式
の
ご
案
内 

十
二
月
三
十
一
日
午
後
三
時
よ
り
浦
幌
神

社
社
殿
内
に
て
、
大
祓
式
（
お
お
は
ら
い
し
き
）

を
斎
行
致
し
ま
す
。
大
祓
式
は
、
神
話
に
由
来

し
、
古
く
か
ら
宮
中
で
行
わ
れ
て
き
た
儀
式
で

す
。
中
世
以
降
に
各
地
の
神
社
へ
と
広
ま
り
、

一
般
の
方
々
の
年
中
行
事
と
し
て
定
着
し
て

い
き
ま
し
た
。
一
年
間
の
中
で
、
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
犯
し
て
し
ま
っ
た
罪
（
つ
み
）
や

穢
れ
（
け
が
れ
）
を
半
紙
の
人
形
（
ひ
と
が
た
）

に
移
し
て
お
祓
い
し
、
心
身
健
康
と
無
病
息
災

を
ご
祈
願
致
し
ま
す
。
大
祓
式
に
参
列
さ
れ
、

す
が
す
が
し

い
心
で
新
年

を
迎
え
ま
し

ょ
う
。
皆
様

の
ご
参
列
を

お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

 
 

新
年
祭
事
の
ご
案
内 

       

【
元
旦
祭
】 

一
月
一
日
（
日
） 

午
前
零
時
よ
り 

お
神
札
・
お
守
り
・
熊
手
・
神
矢 

お
み
く
じ
・
縁
起
物
を
授
与
。 

【
開
運
祭
】 

一
月
一
日
（
日
）
午
前
十
時
三
十
分 

開
運
招
福
祈
願
。 

神
楽
舞
を
奉
納
（
月
姫
会
）
。 

【
古
神
札
焼
納
祭
（
ど
ん
ど
焼
き
）
】 

一
月
十
五
日
（
日
）
午
前
九
時
よ
り 

 

神
棚
の
お
神
札
、
御
守
、
熊
手
、
神
矢
、 

縁
起
物
等
を
焼
納
致
し
ま
す
。 

人
形
の
お
焚
き
上
げ
も
致
し
ま
す
。 

当
日
は
、
お
汁
粉
、
甘
酒
を
振
舞
い
ま
す
。 

鳥
獣
魂
碑
慰
霊
祭
を
斎
行 

去
る
十
一
月
六
日
、
鳥

獣
魂
碑
慰
霊
祭
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
慰
霊

祭
は
、
北
海
道
猟
友
会
池

田
支
部
浦
幌
部
会
主
催

で
毎
年
十
一
月
に
境
内

の
鳥
獣
魂
碑
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
集

ま
っ
た
会
員
の
方
々
に
よ
り
、
鳥
獣
へ
の
慰
霊

の
感
謝
と
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
、
猟
の
安
全
も
併

せ
て
ご
祈
願
致
し
ま
し
た
。 

清
掃
奉
仕 

十
一
月
六
日
早
朝
よ

り
、
浦
幌
明
る
い
社
会
づ

く
り
（
代
表
石
川
昇
様
）

に
よ
る
清
掃
奉
仕
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
紅
葉
も
終

っ
た
境
内
の
落
ち
葉
を

綺
麗
に
清
掃
頂
き
ま
し
た
。
奉
仕
後
は
、
奉
告

祭
と
会
員
皆
様
の
心
身
健
康
と
家
内
安
全
を

祈
願
致
し
ま
し
た
。
毎
年
の
ご
奉
仕
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

や
す
ら
ぎ
短
信 

令和 4 年  
12 月号  
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新
嘗
祭
並
び
に 

収
穫
勤
労
感
謝
祭
を
斎
行 

 
去
る
十
一
月
二
十
三
日
、

新
嘗
祭
並
び
に
収
穫
勤
労

感
謝
祭
を
斎
行
致
し
ま
し

た
。
昨
年
、
一
昨
年
は
、
参

列
者
を
役
員
と
産
業
団
体

の
代
表
に
制
限
し
、
献
上
品

も
一
部
の
み
で
し
た
が
、
今
年
は
通
常
通
り
、

各
世
話
人
に
献
上
品
を
お
願
い
し
、
盛
大
に
お

祭
り
を
斎
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初
穂

料
、
ご
献
上
品
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

境
内
駐
車
場
整
備 

 

こ
の
度
、
飯
田
光
雄
様
、

飯
田
浩
一
様
、
や
す
ら
ぎ

会
の
ご
奉
仕
に
よ
り
、
境

内
の
花
壇
を
縮
小
し
、
駐

車
場
拡
幅
致
し
ま
し
た
。

こ
の
工
事
に
よ
り
、
車
十

台
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
ま
し
た
。

ご
奉
仕
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

乳
神
神
社
ご
鎮
座
四
十
周
年 

佐
脇
由
佳
さ
ん
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト 

 

十
一
月
五
日
、
帯

広
出
身
の
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
の
佐
脇
由
佳
さ

ん
に
よ
る
標
記
コ

ン
サ
ー
ト
が
浦
幌

神
社
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
乳
神
神
社

が
ご
縁
で
で
き
た

曲
「
今
を
生
き
る
」
他
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
や
新

曲
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
初
披
露
と
な

っ
た
新
曲
は
、
乳
神
様
の
物
語
を
歌
っ
た
曲
、

「
『
こ
こ
に
輝
く
い
の
ち
』
～
母
な
る
木
、
乳

神
さ
ま
の
物
語
～
」
で
し
た
。
今
の
こ
こ
に
あ

る
「
命
」
に
感
謝
し
、
そ
の
「
命
」
を
輝
か
せ

て
、
し
っ
か
り
と
歩
ん
で
い
こ
う
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
た
素
敵
な
曲
で
し
た
。 

ゲ
ス
ト
と
し
て
出
演
頂
い
た

k
e
y

ら
い
ら
い

な
が
ま
さ(

A
m
o
r
p
h
o
u
s
)
 

さ
ん
、B

a

山
崎
響

さ
ん
、P

e
r

横
井
由
梨
さ
ん
等
と
の
演
奏
も
息

が
ぴ
っ
た
り
で
乳
神
様
の
信
仰
を
次
の
五
十

年
、
百
年
へ
と
繋
い
で
い
く
た
め
に
相
応
し
い

コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
出
演

者
の
皆
さ
ん
、
Ｐ
Ａ
の
髙
室
智
全
さ
ん
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

乳
神
神
社
の
屋
根
修
復
工
事
ヘ 

 

乳
神
神
社
ご
鎮
座
四
十
周
年
の
記
念
事
業

で
あ
る
ご
社
殿
屋
根
の
修
復
工
事
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。
本
殿
屋
根
の
葺
き
替
え
工
事
、
新

し
い
由
緒
書
看
板
の
建

立
、
神
具
の
新
調
な
ど
が

進
ん
で
お
り
ま
す
。
年
内

に
は
完
成
予
定
で
す
。
詳

し
く
は
新
年
一
月
号
で

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。 

    

発
行 

浦 

幌 

神 

社 

社 

務 

所 

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
町
字
東
山
町
十
八
番
地
の
一 

電
話 

〇
一
五-

五
七
六-

二
四
四
八 

 

浦
幌
神
社
行
事
予
定 

十
二
月
一
日 

 
 

月
次
祭 

十
二
月
十
五
日 

 

月
次
祭 

十
二
月
三
十
一
日 

大
祓
式 


